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第103回　釧路種馬共進会

2 0 1 2 . 8

第11回 祭りinほろろ
女性部幌呂支部による手作りの味は好評!!

「 鈴 　 風 」植田　晃雄　氏（幌呂）

「 華 永 姫 」山田　恵理実　さん（白糠）

副審査員　山下　大輔　氏 審査員　久保　喜広　氏

「 夢 皐 月 」小野田　喜一　氏（音別）
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カメラ

アングル第103回　釧路種馬共進会

「 光　洛 」　二谷 幸裕 氏　（音別）

入 賞 馬 一 覧

部 順　位 名　号 品　種 出品者（地区）

2部
１等１席 華永姫 日本輓系 山田恵理実（白糠）

１等２席 光 洛 半　　血 二谷　幸裕（音別）

3部 ２等１席 紗 耶 ペルシュロン 二谷　幸裕（音別）

6部 １等１席 鈴 風 ペルシュロン 植田　晃雄（幌呂）

7部 １等１席 夢皐月 日本輓系 小野田喜一（音別）

七
月
二
十
三
日
、
釧
路
市
大
楽

毛
・
釧
路
農
協
連
共
進
会
場
で
、

第
１
０
３
回
釧
路
種
馬
共
進
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
各
Ｊ
Ａ
（
阿
寒
、
標
茶
、

く
し
ろ
丹
頂
）
か
ら
、
計
二
十
二

頭
の
出
品
馬
が
集
ま
り
、
資
質
を

競
い
ま
し
た
。

審
査
員
に
久
保
喜
広
氏
（
独
立

行
政
法
人　
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

十
勝
牧
場
）、
ま
た
副
審
査
員
は

山
下
大
輔
氏
（
公
益
社
団
法
人　

日
本
馬
事
協
会
）
が
務
め
、
第
１

部
１
才
雄
馬
か
ら
第
７
部
３
才
以

上
雌
馬
（
子
付
き
）
ま
で
の
各
部

に
つ
い
て
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。当

Ｊ
Ａ
か
ら
は
計
７
頭
が
出
品

さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
各
部
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

又
、
最
高
位
賞
は
、
阿
寒
農
協
・

橋
本
亀
吉
さ
ん
の
出
品
馬
「
第
五

桃
子
」（
５
部
・
３
才
・
雌
・
半

血
種
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
な
成
績
及
び
出
品
者
は
表
の

と
お
り
で
す
。
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多くの来場者で盛況となった会場カラオケ大会で熱唱!!

第11回「祭りinほろろ」開催

ＪＡくしろ丹頂音別年金友の会総会及び親睦旅行

七
月
三
十
一
日
、
幌
呂
支
所
前

駐
車
場
で
、
第
11
回「
祭
り
in
ほ

ろ
ろ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幌
呂
地
域
の
農
業
者
で
構
成
さ

れ
る
、
祭
り
in
ほ
ろ
ろ
実
行
委
員

会（
実
行
委
員
長　

竹
中
憲
之
氏
）

主
催
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
と

親
睦
を
図
る
事
を
目
的
に
行
な
わ

れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

鶴
居
村
幌
呂
地
区
集
落　
松
井

俊
治
代
表
よ
り
「
今
年
収
穫
し
た

良
質
な
サ
イ
レ
ー
ジ
を
乳
牛
に
与

え
、
今
後
の
生
乳
生
産
に
繋
げ
て

頂
き
た
い
。
そ
し
て
、
農
協
運
営

に
対
し
て
も
組
合
員
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
場
に
設
置
さ
れ
た
屋
台
で
は
、

農
協
女
性
部
幌
呂
支
部
に
よ
る
、

ち
ら
し
ず
し
や
漬
物
、
か
き
氷
な

ど
が
、
青
年
部
鶴
居
支
部
か
ら
は
、

や
き
と
り
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な

ど
が
販
売
さ
れ
、
手
作
り
の
味
に

来
場
者
か
ら
も
大
変
好
評
で
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
幌
呂
小
・
中

学
生
な
ど
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会

や
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
な
わ
れ

大
変
盛
況
で
し
た
。

八
月
一
日
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹

頂
音
別
年
金
友
の
会
は
、
弟
子

屈
町
川
湯
で
、
第
二
十
四
回
通

常
総
会
及
び
親
睦
旅
行
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
当
Ｊ
Ａ
音
別
支

所
の
貯
金
口
座
を
指
定
し
て
い

る
年
金
受
給
者
が
会
員
と
な
っ

て
お
り
、
年
一
回
、
通
常
総
会

及
び
親
睦
旅
行
を
兼
ね
て
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
今
回
十
九
名

の
参
加
会
員
に
よ
り
、
川
湯
温

泉
の
ホ
テ
ル
で
総
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

総
会
後
は
、
懇
親
会
を
行
な

い
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ビ
ン
ゴ

大
会
な
ど
を
通
じ
、
会
員
同
士

の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
網
走
市
の
よ
こ

や
ま
果
樹
園
で
、
皆
思
い
思
い

に
さ
く
ら
ん
ぼ
を
収
穫
し
、
美

味
し
い
さ
く
ら
ん
ぼ
に
舌
づ
つ

み
を
打
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
網

走
国
定
公
園 

小
清
水
原
生
花

園
や
小
清
水
リ
リ
ー
パ
ー
ク
な

ど
を
訪
れ
、
色
鮮
や
か
に
咲
く

お
花
畑
を
散
策
し
、
親
睦
旅
行

を
皆
満
喫
し
て
お
り
ま
し
た
。
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白糠町で酪農体験「パルシステム生協連」

管
内
ＪＡ
野
球
大
会
丹
頂
野
球
部
準
優
勝
‼

全力で戦い抜いた選手たち

七
月
二
十
一
㈯
・
二
十
二
㈰
の
二
日
間
、
弟
子
屈

町
営
球
場
で
、
釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

管
内
六
Ｊ
Ａ
及
び
連
合
会
の
計
八
チ
ー
ム
が
参
加

し
た
中
、
丹
頂
野
球
部
は
大
会
一
日
目
で
ホ
ク
レ
ン

チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
松
崎
投
手
の
力
投
及
び
全
員
野

球
に
よ
り
、
結
果
８
対
１
で
勝
利
し
ま
し
た
。

二
日
目
、
準
決
勝
は
Ｊ
Ａ
し
べ
ち
ゃ
と
対
戦
し
、

西
村
、千
葉
（
鶴
居
村
支
雪
裡
・
後
継
者
）
両
選
手

の
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
も
あ
り
、
結
果
９
対
１
で
勝
利

し
ま
し
た
。
続
く
決
勝
戦
は
、
Ｊ
Ａ
摩
周
湖
と
対
戦

し
、
西
村
投
手
、
五
十
嵐
（
白
糠
町
馬
主
来
・
後
継

者
）
捕
手
及
び
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
の
頑
張
り
も

及
ば
ず
、
結
果
10
対
３
で
敗
退
し
ま
し
た
。

当
日
応
援
し
て
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
は
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
声
援
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

く
し
ろ
丹
頂

ホ
ク
レ
ン

し
べ
ち
ゃ

北
農
連

浜
中
町

摩
周
湖

摩 周 湖

阿　
　

寒

釧
路
太
田

大 会 結 果
優 勝

5

5

12

14

10 3

1 9
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２日目

１日目

根
釧
地
区
で
生
産
さ
れ
た

良
質
な
原
料
乳
で
製
造
さ
れ

て
い
る
「
こ
ん
せ
ん
72
牛

乳
」
を
提
供
す
る
パ
ル
シ
ス

テ
ム
生
協
連
は
、
七
月
二
十

八
日
㈯
～
三
十
日
㈪
「
こ
ん

せ
ん
酪
農
体
験
ツ
ア
ー
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
釧
路
地
区

酪
農
対
策
協
議
会
が
主
催
、

釧
路
地
区
農
協
青
年
部
協
議

会
及
び
Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
女
性

協
議
会
が
協
力
団
体
と
な
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
生
協
組
合
員
の
「
子
供

達
に
安
心
し
て
飲
ま
せ
ら
れ

る
牛
乳
が
欲
し
い
」
「
本
当

に
お
い
し
い
牛
乳
が
飲
み
た

い
」
と
い
う
希
望
で
、
根
釧

地
区
（
釧
路
管
内
）
を
訪
ね

よ
う
と
平
成
二
年
か
ら
始
ま

っ
た
ツ
ア
ー
型
体
験
学
習
で
、

今
回
首
都
圏
の
親
子
連
れ
三

十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
九
日
（
ツ
ア
ー

二
日
目
）、白
糠
町
茶
路
地
区

の
中
河
ノ
ブ
フ
ァ
ー
ム
（
代

表
中
河
信
雄
さ
ん
）
で
一
行

は
、
子
牛
や
馬
と
ふ
れ
あ
う

と
と
も
に
、
搾
乳
や
哺
育
体

験
な
ど
を
行
な
い
、
自
然
を

身
近
に
感
じ
な
が
ら
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

同
生
協
連
は
、
毎
年
こ
の

産
地
交
流
事
業
の
中
で
「
タ

オ
ル
を
贈
る
運
動
」
と
し
て
、

組
合
員
か
ら
集
め
ら
れ
た
タ

オ
ル
を
酪
農
家
へ
送
っ
て
お

り
（
今
年
で
27
回
目
の
取
り

組
み
）、「
毎
日
、
安
全
で
お

い
し
い
牛
乳
を
生
産
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
搾
乳
時

に
使
っ
て
下
さ
い
。」
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
た
タ
オ

ル（
今
回
、約
四
万
九
千
本
）

が
生
協
組
合
員
一
人
一
人
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
で
贈

ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
消
費
者
と
の
交
流

を
通
し
、「
食
」
へ
の
安
全
・

安
心
、
産
直
の
意
義
や
農
業

に
つ
い
て
の
理
解
が
よ
り
深

ま
る
こ
と
を
ご
期
待
致
し
ま

す
。

※�

パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
活
協
同

組
合
連
合
会
…
…
関
東
一

都
八
県
（
東
京
、
埼
玉
、

千
葉
、
神
奈
川
、
山
梨
、

茨
城
、
群
馬
、
静
岡
、
福

島
）
で
、
会
員
九
生
協
に

よ
り
展
開
さ
れ
る
連
合
体
。

組
合
員
登
録
数
は
約
百
三

十
万
人
。『
産
直
』
を
重

視
し
、
産
地
に
密
接
に
関

わ
っ
た
商
品
づ
く
り
や
生

産
者
・
消
費
者
と
の
交
流

事
業
等
を
実
施
。

親子で搾乳体験を実施 酪農について学ぶ参加者
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

牛
に
と
っ
て
水
は
、
生
命
を
維
持
す

る
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
水
が
不
足
し
て
い
る
と
エ
サ

の
食
い
こ
み
量
が
減
り
、
牛
乳
生
産
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

生
産
性
向
上
の
た
め
に
は
、
い
つ
で

も
新
鮮
な
水
を
十
分
に
飲
め
る
環
境
整

備
が
大
切
で
す
。

必
要
十
分
な
水
が
飲
め
る
事

飲
水
が
集
中
す
る
採
食
や
搾
乳
の
後

で
も
、
十
分
飲
め
る
水
量
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
で
は
、
水
配
管

の
構
造
が
影
響
し
、
水
源
か
ら
遠
い
場

所
で
吐
水
量
が
不
足
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
ズ
ル
ズ
ル
と
水
を
す
す
る
音

や
空
気
が
出
る
音
は
、
水
が
十
分
飲
め

て
い
な
い
サ
イ
ン
で
す
。

フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
で
は
よ
り
多
く
の

牛
が
同
時
に
飲
水
で
き
る
環
境
を
作
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

強
い
牛
が
水
槽
を
占
領
し
、
弱
い
牛

は
飲
水
を
我
慢
⋮
と
い
っ
た
事
の
な
い

よ
う
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

新
鮮
で
衛
生
的
な
水
が
飲
め
る
事

嗅
覚
が
優
れ
て
い
る
牛
に
と
っ
て
、

汚
れ
た
給
水
施
設
の
水
は
「
飲
み
た
く

な
い
」
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
に
残
飼

等
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
、
水
を
飲
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

新
鮮
で
衛
生
的
な
水
の
た
め
に
は
、

こ
ま
め
な
掃
除
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

水
槽
掃
除
を
牛
床
管
理
と
同
時
並
行

で
行
う
等
、
う
ま
く
日
常
作
業
に
組
み

入
れ
る
事
で
、
水
槽
を
清
潔
な
状
態
に

保
て
ま
す
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
は
掃
除
が
し
ず

ら
い
構
造
で
す
が
、
頑
固
な
汚
れ
と
な

る
前
に
清
掃
す
る
事
で
、
比
較
的
楽
に

綺
麗
に
で
き
ま
す
。

給
水
施
設
周
辺
の
環
境
整
備

パ
ド
ッ
ク
等
屋
外
に
設
置
し
た
給
水

施
設
で
は
周
辺
が
泥
濘
化
し
、
水
飲
み

場
に
近
づ
け
な
い
状
況
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

暑
熱
時
は
も
ち
ろ
ん
、
冬
に
お
い
て

も
水
は
必
要
で
す
。
年
間
通
し
て
水
が

飲
め
る
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
二
十
四
年
八
月
）

水
が
飲
め
る
環
境
を
作
ろ
う

〜
新
鮮
な
水
を

十
分
量
飲
め
て
ま
す
か
？

十
分
な
水
量
確
保
の
た
め
に

・ 

配
管
が
水
道
直
結
の
場
合
、
水

タ
ン
ク
を
設
置
す
る

・ 

行
き
止
ま
り
の
配
管
を
ル
ー
プ

状
に
す
る

・
横
配
管
の
径
を
太
く
す
る

給
水
施
設
を
清
潔
に
保
つ
た
め
に

・ 

給
水
施
設
の
中
の
ゴ
ミ
（
残
飼

等
）
は
こ
ま
め
に
除
去

・
定
期
的
な
給
水
施
設
の
掃
除

※ 

掃
除
す
る
曜
日
や
日
を
定
め
た

り
、「
今
回
は
半
分
、
次
回
は
残

り
を
掃
除
」
と
分
割
し
て
清
掃

す
る
等
、
継
続
で
き
る
方
法
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

泥
濘
化
防
止
の
た
め
に

水
槽
の
場
所
を
小
高
く
す
る

・
火
山
灰
を
入
れ
、
整
地
す
る

・
排
水
を
考
え
傾
斜
を
つ
け
る

複
数
頭
が
同
時
飲
水
す
る
た
め
に

・ 

水
槽
は
二
十
頭
に
一
カ
所
が
目
安

・
一
牛
群
に
二
カ
所
以
上
の
水
槽

・
な
る
べ
く
広
い
場
所
に
水
槽
設
置

・
複
数
頭
並
べ
る
横
長
水
槽
に
す
る

※ 

中
古
の
開
閉
式
バ
ル
ク
を
簡
易
水
槽

と
し
て
利
用
す
る
等
、
実
現
可
能
な

方
法
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

横配管の径を太く改善

残飼が詰まったウォターカップ
ゴミをすくい、ブラシで清掃
新鮮な水に入れ替え

広い通路に横長の水槽を設置
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編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□  祭り㏌ ほろろに参加し、今年は屋外での開催でしたが、青年部員及び女性部
員の皆様方が作ったおいしいやきとりやおでんを頂き、私も満足致しました。
そして、会場を訪れた来場者の方々も、格安でおいしい屋台の味と、お祭り
の雰囲気に大変満足している様子でした。

□  農作業の忙しい時期がこれからも続きます。釧路の短い夏ではありますが、
十分な休養と栄養補給等で夏バテ対策を行い、過労や睡眠不足などによる農
作業事故を起こさないよう十分気をつけましょう。

■平成24年度 　生乳生産実績（7月）
月計乳量（kg） 7月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,625,866.4 102.2 34,369,320.1 101.4
（鶴居地区） 2,963,066.3 105.8 11,675,133.4 105.5
（幌呂地区） 2,193,701.1 96.8 8,901,533.7 98.0
（白糠地区） 1,981,182.8 99.9 7,866,852.3 97.1
（音別地区） 1,487,916.2 107.3 5,925,800.7 105.0

管 内 計 46,494,417.5 102.0 183,003,298.0 100.9
（前年度管内計） 45,569,053.1 181,414,532.0

家畜販売市況情報 
乳　牛  24年８月１日現在

□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛

上 中

育成（８～ 12 ヶ月） ２９０　　　～　　　２３０

初　　　　妊 ５００～４７０ ４７０～４３０

経
産

２ 産 ～ ３ 産 ３５０　　　～　　　３００

４ 産 ～ ５ 産 ３００　　　～　　　２５０

初生とく  24年８月13日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１㎏ ～ ７０㎏ 都度協議

４５㎏ ～ ６０㎏ ６５０円/㎏

４０㎏ ～ ４４㎏ ５５０円/㎏

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 24年７月９日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 593頭 603,750 180,600 375,116 290 1,295

去勢 787頭 602,700 119,700 453,819 305 1,490

（提供／ホクレン帯広支所）

理　事　会　報　告
7月定例理事会　平成24年7月23日（月）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．内部審査の結果について
４．６月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
付議事項 
議案第１号　—融資の承認について

議案第２号　—損害保険代理店業務コンプライアンス
マニュアルの一部変更について

議案第３号　固定資産の取得について
※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項 
１．当面の業務日程について

辞 令 発 令 氏　　名 異 動 後 異 動 前

平成24年8月1日付 瀬 田 正 男 白糠支所　購買課　白糠給油所　調査役 白糠支所　購買課　白糠給油所　係長


